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編　集　後　記
　
　わが国の高齢化は急速に進行し特に75歳以上人口の増大が予想され，いわゆる団塊の世代が75歳以上となる2025年に
は，医療・介護ニーズの著しい増大が見込まれている．重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮ら
しを人生の最後まで続けることができるよう，医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包括ケ
アシステムの構築が目指されている．歯科医療・保健分野においても，歯科的ニーズの多様化ならびに高齢者型へのシ
フトに適切に対応することが求められる．今回の特集で取り上げられたテーマ「多職種連携に基づく在宅高齢者の口腔
機能の維持・向上への取り組み」は，地域包括ケアシステムの構築にあたり，取り組むべき最重要課題である．
　現場での取り組みを実践している歯科専門職からは，在宅高齢者に対する多職種協働による食支援の実践例が示され
た．歯科専門職の地域ケア会議への参加を通じて，他の職種，特に保健師・看護師と連携することの重要性が示された．
実態調査の結果に基づいて，地域包括ケアシステムにおいては，「顔の見える連携」のもとに地域の特性を活かしなが
ら，歯科医師会が調整役を務めることの重要性が述べられていた．咀嚼能力と栄養摂取状況との関係についての国内外
の研究動向，また臨床・研究領域で最近注目されているオーラル・フレイルの概念ならびにそれにかかわる口腔機能評
価法について説明されていた．先駆的取り組みを行っている自治体の事例では，在宅医療における歯科専門職も含めた
多職種連携の実践方法が分かり易く解説されていた．
　これらの取り組みがさらに発展し，研究ならびに人材育成を通じて行政施策に還元され，地域包括ケアシステムの構
築の推進に貢献することが期待される．
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